
在京白堊会報第5号平成10年9月7日第二九回総会開催、二六〇名が集う！母校の一一八周年創立記念日である五月十三日、浜松町の国際貿易センタービルで恒例の在京白堊会総会（第29回）が開催されました。昨年までお世話になっていた東郷神社記念館（松橋宮司）から、場所を変えての総会。二六〇名の参加者は、ひとときの「白亜の夜」を楽しみました。今年の総会幹事である昭和41年卒のみなさんか、この日のために準備した企画で盛大な総会が催されました。開会に先立ち、ステージでは和田健

君
（
平
成
6
年
卒
）
か
率
い
る
東
京
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
の
調
べ
（
＝
写
真
上
）
。
「
文
化
の
白
堊
」
を
象
徴
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
参
加
者
は
拍
手
喝
采
。
大
平
洋
司
副
会
長
（
昭
2
6
年
卒
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
及
川
昭
伍
会
長
（
昭
2
5
年
卒
）
に
よ
る
挨
拶
か
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
母
校
か
ら
来
賓
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
佐
々
木

繁
夫
教
頭

（
昭
41
年
卒
）

が
か
け

つ
け
、
現

在

の白堊校の活躍を伝えなから祝辞を

述

べ
ま
し
た
。
総
会
議
事
で
は
、
星
野
優
秀

事
務
局
長

（
昭
43
年
卒
）
か

ら
会
計
な
ど
会

務

の
報

告
・
提
案

が
あ
り
、
満
場

で
了
承

さ

れ
ま
し
た
。

総
会

の
あ

と
、
参
加
者

の
最
長
老

で
あ

る

一
戸
将
慈
先
輩
（
昭
6
年
卒
）
に
よ
る
力
強

い
乾
杯

の
音
頭

で
懇
親
会
か

ス
タ
ー
ト
。
平

成
卒

の
大
学
生
か

ら
、
盛
岡
中
学

の
大
先
輩

ま
で
、
世
代

は
違

っ
て
も
同
じ
白
堊
の
学
舎

に
学
び

、
同
じ
真
紅

の
旗

の
も

と
に
集

っ
た

一
体
感

で
、
会
場

は
す

っ
か
り
白
堊
一
色
。
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バ
ン
カ
ラ
と
自
由
玉
澤
徳
一
郎
（
昭
3
1
年
卒
）

私
は
昭
和

二
十

八
年
三
月
、
志
を
抱

い
て

盛
岡

一
高

に
入
学

し
た
。
盛
岡

一
高

は
歴
代

の
日
本

の
指
導
者

を
輩

出
し
た
学
校

で
あ
り
、

そ

の
伝
統
を
学
び

た

い
と

い
う

一
心

で
あ

っ

た
。
入
学

に
あ
た
り
自

ら

に
課
し
た

こ
と
は
、

将
来
日
本

の
指
導
者

た
る

べ
く
心
身
を

み
が

き
、
人
格
を
陶
冶

す
る

こ
と

で
あ

っ
た
。

自
彊
寮

で
は
集

団
生

活

の
中

で
の
生
き
か

た
を
学
び
、
柔
道
部
で
身
体
を
鍛
え
、
知
性

も
大

い

に
伸

ば

そ
う

と

試

み

た
が

、

入
学

早

々
の

「
高

校

の
勉
強

は
大
学
人
試

に
よ

っ

て
完

結
す
る
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
に
失
望

した。授業は想像力と創造力をかきたてられない暗記一辺倒の無味乾燥としたものだった。かつての旧制一高がその範とした英国パブリックスクールの

「自由と規律」の精神は無に等しかっ

た。
そこで私は知育に偏った校風を是正

するため、運動部の強化による人格の錬磨に力を入れた。体育委員長として運動部の強化を遂行し、結果、高総体において十二本の県大会優勝旗を獲得した。心身を鍛えることは部活動にと

ど
ま
ら
ず
、
応
援

団
長

と
し
て
徹
頭
徹
尾
バ

ン
カ
ラ
哲
学

を
貫
き
、
下
駄

で
岩
手
山
登
頂
、

ド

ラ

ム
缶

の
い
か
だ

に
よ

る
北
上

川

下
り

（
盛
岡

－
石
巻

間
）
、
雪
中

の
盛
岡

か
ら
姫

神
山
頂

へ
の
縦
走
、
授
業
を

サ
ボ

っ
て
の
上

田

の
N

H

K
放

送

の
鉄

柱

ア

ン
テ

ナ

へ
の
登

頂
な
ど
な
ど
、
書

き
上
げ
れ
ば
き
り
が
な

い

ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
冒
険

に
も
挑
戦
し
た
。

こ
う
書
く
と

い
か

に
も
破
天
荒
な
生
活
ぶ

り
ば
か
り
が
突
出

し
て
く
る
が
、
し
か
し
、

こ
の
自

由
は

「
生
徒

を

一
個

の
人
格
と
し

て

認
め

て
く
れ
た
大
人

と
大
人

の
約
束

」
と

い

う
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
自
由
奔
放
に
生
き
る
私
が
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
の
は
、
学
校
と
生
徒
と
い
う
大
き
な
柱
で
あ
る
。
自
分
の
責
任
に
お
い
て
、
必
ず
綿
密
な
計
画
を
立
て
、
学
校
側
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
納
得
が
行
く
ま
で
考
慮
し
た
。
資
金
も
有
志
の
カ
ン
パ
に
頼
り
、
個
人
の
冒
険
旅
行
の
た
め
に
学
校
の
部
活
動
を
な
い
が
し
ろ
に
せ
ず
柔
道
部
主
将
、
応
援
団
長
、
体
育
委
員
長
と
し
て
の
任
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
そ
う
や
っ
て
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
さ
え
す
れ
ば
可
能
な
限

り
私

の
自
由
を
認
め

て
く
れ
る
先
生

が
少

な

か
ら

ず

お

ら

れ

た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

つ

ま
り
私
と
先
生
た
ち
と
は
対
等
な
大
人

の
約

束

で
結
ば
れ

て
い
た
。
お
互

い
の
人

格
を
尊

重

し

合

い
、

や
り
た
い
こ
と
を
や
る
か
ら
に

は
責
任
を
取
る
、
と

い
う

の
か
先
生
方

と
む

す

ん

だ

暗

黙

の
ル

ー

ル

だ

っ
た

。

そ

の

ル

ー

ル
を
守
る

こ
と

に
よ
り
、
私
ら
は
大
人

の
自

覚
を
持
た
せ

て
頂

い
た
よ
う

に
思
う
。

現
在

の
教

育

現
場

に
目
を

向

け

る
と
、

「
個

人

の
自
由

が
尊
重

さ
れ

る
」
が
曲
解

さ
れ
、
間
違

っ
た
自
由
を
謳
歌

す
る
高
校
生

か

増

え

て

い
る

の

は
残

念

で
あ

る

。

我

々
が

一
高

で
謳
歌
し
た
自
由

は
、
個
人

の
自
覚
と

責

任

に
基
づ
き
、
ど

の
よ
う

に
で
も
膨
ら
ま

せ
る

こ
と
が

で
き
る
真
の
自
由
で
あ
っ
た
。

現
在

の
高
校
教
育
現
場

は
生
徒
を
余
り

に
も

子
供

扱

い

の
目

で
縛

り

過
ぎ

て

は

い
な

い

か
？
我

々
は
な
ぜ
生
き
、
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
の
か
？
先
生
と
生
徒
が
同
じ
視
線

に
た
ち
、
魂
を
ぶ

つ
け
合

っ
て
人
間
と
し
て

の
根
幹

に
か
か
わ
る

こ
と
を
話
し
合
う
時
間

が
余
り
に
も
少
な
い
こ
と
を
と
て
も
残
念
に

思
う
。青

春

時
代
を
豊
か

に
過
ご
さ
せ

て
頂

い
た

我

ら
が
盛

岡

一
高

の
恩
師

の
皆
様

に
改
め
て

感
謝
申

し
上
げ
、
感
慨

に
更
け
る
ば
か
り

で

な
く
現
在

の
教
育
現
場

に
生
か
し

て
い
く
道

を
探

っ
て

い
き
た

い
と
思
う
。

（
元
防
衛
庁
長
官
）応援団の後輩達と談笑する玉澤さん（中央）

「 雪の 自彊寮」
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白堊人脈五霊觀徳之祥

書
家

佐

藤

法

碓

君
（
昭
50
年
卒
）

美
術
界
、
音
楽
界
、
文
学
界
…
…
と
芸
術

分
野
で
も

そ
う
そ
う
た
る
人
材
を
輩
出
し
て

き
た
白
堊
校
に
お
い
て
、
書
道
界
に
勇
躍
登

場
し
た
の
が
、

わ
が
同
期

の
佐
藤
法
雄
君
。

小
学
生

の
頃
に
始

め
た
書
道
が
き

っ
か
け

で
書
家

と
な

っ
た

同
君

だ
が
、
今

や
押
し
も

押
さ
れ
も
せ

ぬ
日
本
書

道
界

の
若
き
ホ

ー
プ
。

一
高
在
校
中

に
も
、

県

の
芸
術
祭

で
三
年

連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
早
く
も

そ

の
書
才
を
窺

わ
せ
て

い
た
。

立
教
大
学
進
学
後

は
、

一
高

の
先
輩

で
も

あ
る
浅
沼

一
道
氏
（
本
名
栄

一
・
昭
和
二
十

七
年
卒
、
本
紙

の
題
字
担
当
）
に
師
事
、
筆

刻

（
筆
書

に
よ
る
印
刻

）
を
高
石
峯
氏
に
師

事
。
大
学
四
年
時
、
書
宗
院
無
鑑
査
に
も
推

薦
さ
れ
、
卒
業
後
も
躊

躇
う

こ
と
な
く
書

の

世
界

へ
と
進

ん
だ
。

昭
和
五
十
七
年
に
は
北
方
書
展
最
高
賞
、

同
六
十
年
か

ら
三
年
連

続
で
日
本
書
人
展
桑

原
翠
邦
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
斯
界
で
も
地

歩
を
固
め
、
平
成

四
年

ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た

「
国

際
蒙
刻
展

」、
同
六

年

に
は

「
世
界

書
美
術
展
」
に
出
品
す
る
な
ど
、
そ
の
活
躍

の
場
を
大
き
く
広

げ
て

い
る
。

同
時

に
蒙
刻

に
関

す
る
独
自

の
研
究
も
続

け
て
お
り
、
特

に

「
漢
委
奴
国

王
」
銘

の
金

印

に

つ
い
て

の
研
究

は
十
年
近
く
も
続
け

て

お
り

、

平
成

四

年

ソ
ウ

ル

で
開
催

さ

れ
た

「国
際
蒙
刻
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
日
本
を
代

表
し

て

「
金

印
再
考

」

の
研
究
論
文
を
発
表

し

て
い
る
。

こ
の
研
究

は
現
在
も
続
け
ら
れ

て
お
り
、
年
内
に
は
学
会
で
の
発
表
も
予
定
。

さ
ら

に
は
出
版

も
準
備

し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
は
自
ら
鴻
文
会
を
主
宰
。
鴻

文
会
展

も
開
催

し
て

い
る
。
来
年

に
は
銀
座

で
の
個
展
も
予
定
。

「

一
年
後

に
は
盛
岡

で
の
個
展
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

同
窓
生

の
皆
様

に
も
ご
高
覧
を

仰
ぎ
た

い
」

な
お
、
佐
藤
君

は
池
袋

で
、
白
堊
の
仲
間

に
書
道
教
室

を
開

い
て
い
る
と

の
こ
と
。

【
村
岡
智
恵
（
昭
50
年
卒
）
記
】

長
寿
時
代

に
示
さ
れ
た
先
輩

の
生
き
方

小

田
島
雅
也

（
昭
28
年
卒
）

暑
さ
、
寒

さ
も
彼
岸

ま
で
、
例
年

な
ら
八

月
は
酷
暑
！

で
あ
る
が
今
年

の
夏

は
異
常

と

い
え

よ

う

。

し
か
し
暦
は
秋

を
示
し
敬
老

の
日
を
迎

え

よ
う
と
し
て

い
る
。
居
間

に
座

り
団
扇

で
風

を
入
れ
な
が
ら
春

に
行
わ
れ
た
村
井
先
生

（
愛
称
ト

ッ
チ

ャ
ン
）

の
九
十

二
才

を
祝

う

パ

ー

テ

ィ
ー

を

思

い
出

し

た
。

横
浜
中
華

街

の
中
華

飯
店

に
、
先
生
を

待

ち
う
け
る
教

え
子
た
ち

（
全

員
が
還
暦
を
超

え
。
古
希

に
至
る
）
は
、
現
れ
た
先
生

の
元

気
さ

に
圧
倒
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
同
期
生

で

あ
る
ご
子
息
と

一
緒

に
来
ら
れ
た
と
は

い
え
、

落
着

い
た
足
取
り

で
入
場
さ
れ
、
席

に

つ
か

れ
た
。
ビ
ー
ル
を
呑
み
な
が
ら
教

え
子
達

の

挨
拶

に
は
し

っ
か
り
応
答

さ
れ
、
ま

さ

に
長

寿
時
代

の
鑑
で
あ

っ
た
。

一
同
を
代
表
し

て

挨
拶
さ
れ
た
先
輩

が

「
ま
さ

に
私
共

の
二
十

年
後

の
生
き
方
を
、
身

を
も

っ
て
示
し

て
く

れ

て
い
る
先
生
で
す

」
と
言

わ
れ
た

が
、

け

だ
し
名
言
で
あ
る
と
思
う
。

そ

の
後
し
ば
ら
く
し
て
千
葉
実
年
大
学

校

の
講

演

会

が

あ
り

、

日
本

エ
ア

ロ
ビ

ッ
ク

ス

・

セ
ン
タ
ー
顧
問

内
田
さ
ん
の
話
を
聞
く

機
会
が
あ

っ
た
。

講
師
は
九

十
四
才
、
朱
色

の
ブ

レ
ザ

ー
の

胸

に
は

鮮

や

か

な

エ
ン
ブ

レ

ム
、

楓

爽

と

壇

上

に
登
場
さ
れ
た
。

演
題

は

「
超
高

齢
社

会

へ
の
挑

戦

」、
幼

少
時

の
虚
弱
体
質

を
克
服
し
、
週
五
日
間
は

ゴ

ル

フ
場

へ
行

き

プ

レ

ー

を

楽

し
む

と

い
う
。

ち

な
み

に
ゴ

ル

フ
を
始
め
た

の
は
五
十
九
才

で
、
八
十

三
才

の
時

に

一
日
百
二
十
六

ホ
ー

ル

（
七

ラ
ウ

ン
ド
）
を
回
り
、
ギ
ネ

ス
ブ

ッ

ク
に
掲
載

さ
れ
た
と

い
う
。
百
才

に
し
て
グ

リ

ー

ン
に
立

つ
」
と

い

っ
て
自

己

研

鎖
を

続

け

て
お

る
と

い
う
話
で
あ

っ
た
。

長
寿
時
代

を
迎

え
る

に
当
り

、
人

そ
れ
ぞ

れ
各
人

の
生

き
甲
斐
を
求

め
て
努
力
を
続
け

る
わ
け

で
あ

る
が
、

こ
の
よ
う

に
九
十
才
を

超

え
る
人
生

の
大
先
輩
が

「
長
寿
時
代

の
生

き
方

」
に

つ
い
て
身
を
も

っ
て
示
し

て
く
れ

て

い

る
気

が

し

て
な

ら

な

い
。

そ

の

た

め

に
も

身

も

心

も

リ

フ
レ

ッ
シ

ュ

に
勉
め
有
意

義
な
人
生
を
目
指
し
た

い
と
思

う
。
敬
老

の
日
を
前

に
改
め
て
目
標
を
確
認

し
た
次
第

で
あ
る
。



4 ）在京 白 堊 会 報

来
年
は
在
京
白
堊
会
三
〇
周
年

記
念
会
報
を
発
行
し
ま
す

在
京
白
堊
会
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
に

設
立
さ
れ

て
以
来
、
来
年

で
三
〇
周
年

を
迎

え
ま
す
。

当
時
、
盛
岡

一
高
野
球
部
が
甲
子
園
全
国

大
会

に
岩

手
県
代

表
と
し

て
出
場
し
、

さ
ら

に
晴
れ
舞
台

で
準

々
決
勝
ま

で
駒
を
進

め
た

盛
り
上
が
り

に
、
在

京

の
白
堊
O
B
に
工
藤

佑
正
先
輩
（
昭
1
7
年
卒
）
が
呼
び
か
け
て
、

会
を
創

っ
た
歴
史

を
持

っ
て
い
ま
す
。

以
来
、

三
〇
年

を
経

て
会
は
年

々
参
加

の

輪
が
広

が
り
、
発
展

を
続
け
、
今

日
の
在
京

白
堊
会
が
あ
り
ま
す
。

平
成

2
年

に
、
創
立

二
〇
周
年
記
念
と
し

て
、

記
念
文
集
を
作
成

し
発
行
し
ま
し
た
。

再
来
年

の
白
堊
一
二
〇
周
年
を
控
え
、
会

は
三
〇
周
年
を
迎

え
る

に
あ
た
り
、
記
念
事

業

の

一
環
と
し

て
記
念
会
報

を
発
行
す
る

こ

と
に
し
ま
し
た
。

七
月
十
四

日
の
幹
事
会

で
記
念
会

報
発
行

に

つ
い

て
了

承
さ

れ

た
後

、

大

平

副
会

長

（
昭
26
年
卒
）
を
編
集
委
員
長
と
し
て
、
有

志

に
よ
る
記
念
会
報
編
集
委

員
会

が
発
足
し

ま
し
た
。

記
念
会
報

は
、

A
4
版

16
ペ
ー

ジ

の
冊
子

で
、
会

の
三

〇
年

の
歩

み
や
各

年

次

の
同
期
会

の
活
動
な

ど
を
中

心

に
編
集

さ

れ
、
今
後

の
発
展

の

「
道
し

る

べ
」

に
し
た

い
も

の
と

考

え

て

い
ま

す

。

会
員
同
窓
生

の
皆
様

に
は
、

下
記

の
要
領

で
原
稿
・

写
真
を
募

集
し
ま
す

の
で
、

ご
協

力
く
だ
さ

い
。

一
、

「
三
〇
年

の
会

の
あ
ゆ
み

」
の
原
稿

・

写
真 ①

原
稿

…
在
京
白
堊
会
で
の
交
流
や
総
会

な
ど

の
思

い
出
・
話
題
を
八
〇
〇
字

程

度
。

②
写
真
…
在
京
白
堊
会
の
総
会
や
幹
事
会

な
ど

の
写
真
何
枚

で
も
。

二
、

「
各
年
次

の
同
期
会

」
の
原
稿
・
写
真

①

原
稿

…
各
年
次

の
同
期
会

の
活
動

や
話

題

の
紹
介

（
盛
岡

の
活
動
も
含
め

て
も

よ

い
）

②

写
真

…
①

の
原
稿
と

セ

ッ
ト

で
貸
し

て

頂
き
ま
す
。

三
、

そ
の
他
、
母
校
・白
堊
同
窓
会
に
関
す

る
話
題
な
ど

の
原
稿

【
送
り
先
】

〒

一
〇
五

港

区

芝

二
－

三

－

二

二

サ

ン
・

ユ
ー

イ

メ
ー

ジ

メ

ン
ト

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

日
向
裕
司
あ
て

（
T
E
L
五
四
四

二
－

一
七
七

五
、

F

A

X

五

四

四

二
－

八

六

二
二
）

追
悼

中
村
市
助
さ
ん
の
思
い
出

八
重
畑
達

男

（
昭
18
年
卒
）

昭
和
十

二
年

四
月
、

宮
古
出
身

の
中
村
市

助
さ
ん
は
盛

岡
中
学

に
入
校
、
寄
宿
舎
生
活

五
年
、
十
七
年

四
月
、
山
形
高
校

へ
進
学
し

て

、

司

法

の
道

へ
進

み

ま
し

た

。

そ

の
間
、
支

那
事
変
、

日
米
開
戦

の
時
代

の
青
春

の
日

々
で
し

た
。
戦
後

の
激
動

の
中

で
勉
学

、
温
厚
、
熱

心
、
愛
情

に
満
ち
た
五

十
年
間

の
輝

け
る
人
生

で
し
た
。

去

る
六
月
十
六

日
、
在
京
白
堊
会
の
星
野

事

務
局
長
よ
り

の
計
報

に
接
し
、
一
年
後
輩

の
私
が
御
指
導
、
鞭
撻
を
戴
い
た
、
中
村
先

輩

と
の
過
ぎ
去
り
し

日
々
よ
り
思

い
出
深

い
、

や
さ
し

い
お
姿
を
お
伝
え
し

て
追
悼

の
一
文

と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
七
月
、
在
京
岩
手
県
人
連

合
会
創
立
十
周
年
、
三
陸
鉄
道
開
業

記
念

の

折
、
里
帰
り
陸
中
海
岸
を
旅
し
、
宮
古
駅
前

で
記
念
植
樹
を
手
植
え
し
て
、
故
郷

に
錦

を

飾
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十

二
年

三
月

二
十
九

日
、
白
堊
会

総
会

の
準
備
会
で
中
村
先
輩

は
実
行
計

画

の

真
面
目
な
意

見
を
述

べ
、
美
味

し

い
岩
手

の

酒

に
酔

い
一
番
美
し
い
お
顔
で
し
た
。

本
当

に
次

か
ら
次

へ
と
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
記
憶

に
新
し

い
思

い
出

は
、

一
昨
年
の

「
自
彊
寮

設
立

百
年
祭

」
の
実
行
委

員

と
し

て
、
在
京

O
B

の
と
り
ま

と
め
役

で
大

活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

中
村
市
助

さ
ん
、

ご
ゆ

っ
く
り
お
眠
り
下

さ

い
。

さ
よ

う

な

ら

岩
手
県

人

の
郷
土

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛

さ
れ

て

い
る
岩

手
山
が
、
噴
火
、
爆

発
の
危

機

に
あ

る
と

い
う
。
北
上
川
か
ら
見
た
岩
手

山
、
岩
山

か
ら
望
ん
だ
岩
手
山
、

そ
し
て
白
堊
校
の
屋
上
か
ら
眺
め
た
岩
手
山
、
ど
こ
か

ら
も
素
晴

ら
し

い
景
観

で
、
そ

の
絵
巻

は
い

つ
ま

で
も

瞼

に
焼

き

付

い
て

い
る
。

あ

の
勇
姿

は
、

ど
れ
ほ
ど
私
た
ち

の
心
を

慰
め
、
和
ま
せ
、
奮

い
立

た
せ
て
く
れ
た
で

あ

ろ

う

か

。

人

に
よ

っ
て

は
、

信

仰

の
対

象

で
さ

え

あ
る
「
神
」
で
も
あ
る
。

啄

木

や

賢

治

の
文

学

も
岩

手

山

に
よ

っ
て

育

て

ら

れ

た

、

と

い

っ
て

も

過

言

で

は
な

い
。
岩

手

の
風

土

そ

の
も

の

で
あ

る
。

私

た

ち

の

、

ま

さ

に

「
世

に
詠

わ

れ

し

浩

然

の

大

気

を

こ

こ

に

集

め

た

る

」
気

概

は
、

秀

麗

高

き

岩

手

山

の
精

気

に

よ

っ
て

育

ま

れ

た
。

時

代

は
移

ろ

い
、

二
十

一
世

紀

を

迎

え

よ

う

と
し

て

い
る
が

、

全

て
が
変

わ
り
ゆ
く
今

日
、
永
く
変
わ
ら

ぬ
も

の
が

あ

っ
て
も

よ

い

で

は

な

い
か

。

わ
が
岩
手
山
よ
、
ど

う
か
火
山
活
動
も
早
く

鎮
ま
り
、
今

の
ま
ま

の

姿

で

い

て

ほ
し

い
、

と

切

に
願
う

の
み

で
あ
る
。

（
編
集
子
）


